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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 19,883 △6.7 5,651 12.5 3,978 24.0
25年3月期第1四半期 21,310 △5.6 5,023 6.3 3,207 △11.0

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 △927百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 4,936百万円 （△52.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 5.45 4.76
25年3月期第1四半期 4.35 3.16

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第1四半期 3,986,181 187,273 4.6
25年3月期 3,927,469 190,604 4.8
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  184,862百万円 25年3月期  188,185百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
（注１）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当状況を記載しております。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状
    況については、「種類株式の配当の状況」をご覧下さい。 
（注２）当社は、監督官庁の認可等を前提に、平成25年10月１日を効力発生日として、当社子会社である株式会社紀陽銀行を存続会社とする合併契約を 
    締結いたしましたので、平成26年３月期（予想）配当については、株式会社紀陽銀行による予想配当額を記載しております。 
    なお、当該合併では、当社株式10株につき紀陽銀行株式１株を割り当てることを予定しておりますので、１株当たりの配当金額は30円を予定しており
    ます。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 0.00 ― 30.00 30.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
（注）当社は、監督官庁の認可等を前提に、平成25年10月１日を効力発生日として、当社子会社である株式会社紀陽銀行を存続会社とする合併契約を締 
   結いたしましたので、平成26年３月期の通期連結業績予想については、株式会社紀陽銀行の連結業績予想を記載しております。 
   なお、通期の１株当たり当期純利益の予想にあたっては、当該合併において当社株式10株につき紀陽銀行株式１株を割り当てる予定としていることを
   勘案しております。 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 37,200 △6.4 6,100 △16.8 3,900 △3.6 5.34
通期 75,200 △13.8 11,500 △57.8 8,200 △54.8 112.27



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基 
 づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
 実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項につきましては、【添付資料】２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご 
 覧下さい。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 745,017,053 株 25年3月期 745,017,053 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 14,345,285 株 25年3月期 14,650,748 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 730,560,380 株 25年3月期1Q 738,133,852 株



25年3月期
26年3月期
26年3月期（予想）

（注） １．第４回第一種優先株式は、市場金利に連動し配当額が決定されます。
２．26年3月期（予想）については、当社が自己株式として全株式の取得を予定しているため、予想額を記載して
　　おりません。

　－ 　      0   00
　－

　－ 　－

　－ 　     11   00　     11   00

　－　－

　　　　円　銭
第1四半期末 第2四半期末 期末 合計第3四半期末
　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

第４回第一種優先株式

（種類株式の配当の状況）

１株当たり配当金
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第１四半期の連結経営成績につきましては、その他業務収益や貸倒引当金戻入益が減少し

たことなどにより、経常収益は、前年同期比 14 億 27 百万円減少の 198 億 83 百万円となりま

した。 

経常費用につきましては、資金調達費用や有価証券の減損処理額が減少したことなどにより、

前年同期比 20 億 56 百万円減少の 142 億 31 百万円となりました。 

以上の結果、連結経常利益は、前年同期比 6 億 28 百万円増加の 56 億 51 百万円、連結四半

期純利益につきましては、前年同期比 7億 71 百万円増加の 39 億 78 百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 

当第１四半期末における連結財政状態につきましては、総資産が 3兆 9,861 億円、純資産が

1,872 億円となりました。 

貸出金につきましては、前連結会計年度末比 563 億円減少の 2 兆 5,196 億円となりました。 

預金・譲渡性預金につきましては、個人預金や法人預金を中心に増加し、前連結会計年度末

比 524 億円増加の 3兆 6,330 億円となりました。 

また、有価証券につきましては、前連結会計年度末比 1,489 億円増加の 1兆 1,335 億円とな

りました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 

平成 26 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 25 年５月 13 日に公表しました連結

業績予想から変更はございません。 
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２．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

現金預け金 188,043 199,495

コールローン及び買入手形 110,000 60,591

買入金銭債権 941 1,002

商品有価証券 1,415 1,664

有価証券 984,649 1,133,563

貸出金 2,575,933 2,519,609

外国為替 2,103 1,990

その他資産 28,738 30,454

有形固定資産 33,045 32,857

無形固定資産 10,940 10,679

繰延税金資産 5,592 7,403

支払承諾見返 13,467 13,144

貸倒引当金 △27,401 △26,274

資産の部合計 3,927,469 3,986,181

負債の部   

預金 3,532,474 3,591,584

譲渡性預金 48,042 41,417

債券貸借取引受入担保金 73,918 86,475

借用金 24,891 24,792

外国為替 11 19

社債 10,000 10,000

その他負債 32,900 30,354

退職給付引当金 31 31

役員退職慰労引当金 32 32

睡眠預金払戻損失引当金 732 683

偶発損失引当金 362 372

支払承諾 13,467 13,144

負債の部合計 3,736,865 3,798,907

純資産の部   

資本金 58,350 58,350

資本剰余金 47,947 47,958

利益剰余金 61,165 62,700

自己株式 △1,657 △1,622

株主資本合計 165,805 167,386

その他有価証券評価差額金 22,514 17,142

繰延ヘッジ損益 △134 333

その他の包括利益累計額合計 22,379 17,476

少数株主持分 2,418 2,410

純資産の部合計 190,604 187,273

負債及び純資産の部合計 3,927,469 3,986,181

（株）紀陽ホールディングス（8415）　平成26年３月期　第１四半期決算短信
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

経常収益 21,310 19,883

資金運用収益 14,025 14,175

（うち貸出金利息） 10,960 10,399

（うち有価証券利息配当金） 2,966 3,665

役務取引等収益 2,852 2,944

その他業務収益 2,138 1,185

その他経常収益 2,294 1,577

経常費用 16,287 14,231

資金調達費用 1,506 1,130

（うち預金利息） 1,192 840

役務取引等費用 999 992

その他業務費用 1,476 853

営業経費 10,690 10,610

その他経常費用 1,614 644

経常利益 5,023 5,651

特別利益 1 －

固定資産処分益 1 －

特別損失 7 1

固定資産処分損 7 1

税金等調整前四半期純利益 5,018 5,650

法人税、住民税及び事業税 196 994

法人税等調整額 1,595 685

法人税等合計 1,791 1,680

少数株主損益調整前四半期純利益 3,226 3,970

少数株主利益又は少数株主損失（△） 19 △8

四半期純利益 3,207 3,978

（株）紀陽ホールディングス（8415）　平成26年３月期　第１四半期決算短信
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,226 3,970

その他の包括利益 1,710 △4,897

その他有価証券評価差額金 1,583 △5,365

繰延ヘッジ損益 126 468

四半期包括利益 4,936 △927

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,918 △924

少数株主に係る四半期包括利益 18 △2

（株）紀陽ホールディングス（8415）　平成26年３月期　第１四半期決算短信
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（３）継続企業の前提に関する注記 
 

該当事項はございません。 
 
 
（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 
該当事項はございません。 
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     ６．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示【紀陽銀行単体】････････････････････4 

 
     ※記載金額、比率は単位未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

 



（株）紀陽ホールディングス（8415） 平成26年３月期 第１四半期決算短信 

 

 

１．損益の状況 

 

（１）紀陽ホールディングス連結 

 （単位：百万円）

 
 

平成 26 年 3 月期

第 1 四半期 
(ａ) 

平成 25 年 3 月期

第 1 四半期 
(ｂ) 

比較 
(ａ－ｂ)  

平成 26 年 3 月期 

業績予想値 

1 連 結 粗 利 益 15,329 15,034 295   

2  資 金 利 益 13,045 12,518 527   

3  役 務 取 引 等 利 益 1,952 1,853 99   

4  そ の 他 業 務 利 益 332 662 △330   

5  （ う ち 債 券 関 係 損 益 ） (167) (411) (△244)   

6 営 業 経 費 （ △ ） 10,610 10,690 △80   

7 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 （ △ ） － － －   

8 株 式 等 関 係 損 益 111 △889 1,000   

9 不 良 債 権 処 理 額 （ △ ） 537 640 △103   

10  う ち 貸 出 金 償 却 （ △ ） 456 554 △98   

11  うち個別貸倒引当金繰入額（△） － － －   

12 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 676 1,398 △722   

13 償 却 債 権 取 立 益 262 489 △227   

 6,100(第 2 四半期連結累計期間) 
14 経 常 利 益 5,651 5,023 628 

 

11,500(     通期     ) 

15 特 別 損 益 △1 △5 4   

16 税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 5,650 5,018 632   

17 法 人 税 等 合 計 （ △ ） 1,680 1,791 △111   

18  法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 （ △ ） 994 196 798   

19  法 人 税 等 調 整 額 （ △ ） 685 1,595 △910   

20 少 数 株 主 損 益 調 整 前 四 半 期 純 利 益 3,970 3,226 744   

21 少数株主利益又は少数株主損失（△） △8 19 △27   

3,900(第 2 四半期連結累計期間) 
22 四 半 期 （ 中 間 ・ 当 期 ） 純 利 益 3,978 3,207 771 

 

8,200(     通期     ) 

       

23 与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ） △352 △1,301 949   
 

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用） 

＋（その他業務収益－その他業務費用） 

    ２．与信コスト総額は、与信費用（一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額）に貸倒引当金戻入益や償却債権取立益などの 

与信関連損益を加味して算出しております。 

３．（△）は損失項目です。 

 

当第１四半期の紀陽ホールディングス連結経営成績は、資金利益や役務取引等利益が増加したことや、有価証券

関係損益が改善したことなどにより、経常利益が前年同期比 6億円増加の 56 億円、四半期純利益が前年同期比 7億円

増加の 39 億円となりました。 
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（株）紀陽ホールディングス（8415） 平成26年３月期 第１四半期決算短信 

 

 

 

 

（２）紀陽銀行単体 

 （単位：百万円）

 
 

平成 26 年 3 月期

第 1 四半期 
(ａ) 

平成 25 年 3 月期

第 1 四半期 
(ｂ) 

比較 
(ａ－ｂ)  

平成 26 年 3 月期 

業績予想値 

1 業 務 粗 利 益 14,365 14,121 244   

2  資 金 利 益 13,002 12,495 507   

3  役 務 取 引 等 利 益 1,179 1,107 72   

4  そ の 他 業 務 利 益 182 517 △335   

5  （ う ち 債 券 関 係 損 益 ） (167) (411) (△244)   

6 経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） （ △ ） 9,786 9,986 △200   

7 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 （ △ ） － － －   

8 業 務 純 益 4,579 4,134 445   

9  う ち コ ア 業 務 純 益 4,412 3,722 690   

10 臨 時 損 益 1,139 874 265   

11  株 式 等 関 係 損 益 111 △889 1,000   

12   う ち 株 式 等 償 却 （ △ ） － 889 △889   

13  不 良 債 権 処 理 額 （ △ ） 381 363 18   

14   う ち 貸 出 金 償 却 （ △ ） 300 278 22   

15   うち個別貸倒引当金繰入額（△） － － －   

16  貸 倒 引 当 金 戻 入 益 719 1,297 △578   

17  償 却 債 権 取 立 益 150 272 △122   

18  そ の 他 537 558 △21   

6,600(第 2 四半期累計期間)
19 経 常 利 益 5,718 5,008 710 

 

12,500(    通期    )

20 特 別 損 益 △0 △5 5   

21 税 引 前 四 半 期 純 利 益 5,717 5,003 714   

22 法 人 税 等 合 計 （ △ ） 1,501 1,570 △69   

23  法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 （ △ ） 862 17 845   

24  法 人 税 等 調 整 額 （ △ ） 639 1,553 △914   

4,600(第 2 四半期累計期間)
25 四 半 期 （ 中 間 ・ 当 期 ） 純 利 益 4,215 3,432 783 

 

9,800(    通期    )

       

26 与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ） △440 △1,260 820   
  
（注）１．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、債券関係損益控除後の業務純益です。 

２．与信コスト総額は、与信費用（一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額）に貸倒引当金戻入益や償却債権取立益などの 

与信関連損益を加味して算出しております。 

３．（△）は損失項目です。 

 

当第１四半期の紀陽銀行単体ベースの経営成績は、資金利益や役務取引等利益が増加したことや、経費が減少し 

たことなどから、コア業務純益は前年同期比 6億円増加の 44 億円となりました。 

経常利益については、上記に加え、与信コスト総額が増加となる一方、有価証券関係損益が改善したことなど 

により、前年同期比 7億円増加の 57 億円となりました。 

また、四半期純利益については、前年同期比 7 億円増加の 42 億円となりました。 
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（株）紀陽ホールディングス（8415） 平成26年３月期 第１四半期決算短信 

 

 

２．預金、貸出金の残高 

 

（紀陽銀行単体） 

    （単位：億円）  （単位：億円）

  平成 25 年 6 月末 平成 24 年 6 月末 前年同期末比  平成 25 年 3 月末 

1  預金・譲渡性預金（末残） 36,520 35,584 936 35,991 

2    うち預金 36,036 35,150 886 35,400 

3    うち個人預金 27,071 26,786 285 26,587 

4  貸出金（末残） 25,272 24,874 398 25,828 

5    うち消費者ローン 8,874 8,971 △97 8,884 

6    うち住宅ローン 7,658 7,696 △38 7,652 

 

 

３．預かり資産（投資信託・公共債・個人年金保険等）残高 

 

（紀陽銀行単体） 

    （単位：億円）  （単位：億円）

  平成 25 年 6 月末 平成 24 年 6 月末 前年同期末比  平成 25 年 3 月末 

1  投資信託残高 1,621 1,459 162 1,687 

2  公共債残高 388 482 △94 399 

3  投資信託・公共債合計残高 2,010 1,941 69 2,086 

       

4  個人年金保険等 2,857 2,601 256 2,812 

 （注）個人年金保険等は、販売累計額を記載しております。 

 

 

４．自己資本比率 

 

（紀陽ホールディングス連結、第二基準） 

   （単位：億円） （単位：億円）

  平成 25 年 6 月末(A) 平成 25 年 3 月末(B) 比較(A)-(B) 

1  自己資本比率 11.51 ％ 11.14 ％  0.37 ％ 

2  Ｔｉｅｒ１比率 9.24 ％ 8.84 ％  0.40 ％ 

3  自己資本額 2,060 2,028 32 

4   うちＴｉｅｒ１ 1,653 1,609 44 

5  リスクアセット等 17,898 18,200 △302 

6  総所要自己資本額 715 728 △13 

 

 

（紀陽銀行単体、国内基準） 

   （単位：億円） （単位：億円）

  平成 25 年 6 月末(A) 平成 25 年 3 月末(B) 比較(A)-(B) 

1  自己資本比率 10.76 ％ 10.42 ％  0.34 ％ 

2  Ｔｉｅｒ１比率 8.56 ％ 8.18 ％  0.38 ％ 

3 自己資本額 1,916 1,885 31 

4   うちＴｉｅｒ１ 1,523 1,481 42 

5  リスクアセット等 17,792 18,094 △302 

6  総所要自己資本額 711 723 △12 
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（株）紀陽ホールディングス（8415） 平成26年３月期 第１四半期決算短信 

 

 

５．時価のある有価証券の評価差額 

 

（紀陽銀行単体） 

   （単位：億円） 

  平成 25 年 6 月末 平成 25 年 3 月末 

  評価差額 評価差額 

   うち益 うち損  うち益 うち損 

1  満期保有目的（注３） △10 0 11 △12 1 14 

2  その他有価証券 248 287 39 329 365 35 

3  株式 95 104 9 85 99 13 

4  債券 66 74 8 127 127 0 

5  その他 44 65 21 71 93 21 

6  （注４） 42 42 － 44 44 － 

7  総合計 237 287 50 317 367 50 

 

（注１）有価証券のほか、買入金銭債権中の信託受益権も含めております。 
（注２）時価のある子会社・関連会社株式はございません。 
（注３）平成 25 年３月末において、満期保有目的として保有する変動利付国債の一部については、 

    合理的に算定された価額により評価しております。 
（注４）変動利付国債の保有目的区分変更（「その他有価証券」から「満期保有目的」へ）により 

発生した評価差額を記載しております。 

 

 

６．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示 

 

（紀陽銀行単体） 

   
（単位：億円） 

  平成 25 年 6 月末 平成 25 年 3 月末 

1 破産更生債権及びこれらに準ずる債権 213 200 

2 危険債権 640 649 

3 要管理債権 72 66 

4 小計 926 917 

5 （合計債権残高に占める比率） （ 3.62%） （ 3.50%） 

6 正常債権 24,658 25,226 

7 合計 25,585 26,143 

 
 

           以 上 
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